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あ
る
２
０
１
４
年
１
月
１
日
）

か
ら
人
事
院
勧
告
ど
お
り
改
定

を
お
こ
な
う
。
地
方
公
務
員
の

高
齢
層
職
員
の
昇
給
抑
制
に
関

す
る
措
置
に
つ
い
て
は
、
各
地

方
公
共
団
体
に
お
い
て
先
の
趣

旨
及
び
人
事
委
員
会
勧
告
を
踏

ま
え
、
必
要
な
措
置
を
講
ず
る

よ
う
要
請
す
る
。

○
２
０
１
３
年
度
に
お
け
る
地

方
公
務
員
の
給
与
に
つ
い
て

は
、
臨
時
特
例
法
に
基
づ
く
国

家
公
務
員
の
給
与
削
減
支
給
措

置
を
踏
ま
え
、
各
地
方
公
共
団

体
に
お
い
て
速
や
か
に
国
に
準

じ
て
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ

う
要
請
す
る
。

同
日
の
内
閣
官
房
長
官
談

話
、
総
務
大
臣
談
話
の
い
ず
れ

に
お
い
て
も
同
様
に
、
地
方
公

務
員
の
給
与
に
つ
い
て
、
国
家

公
務
員
の
給
与
削
減
支
給
措
置

を
踏
ま
え
、
国
に
準
じ
た
速
や

か
な
措
置
が
要
請
さ
れ
て
い

る
。公

務
員
連
絡
会
は
、「
極
め

て
遺
憾
」と
声
明
を
発
表
し
た
。

そ
の
理
由
と
し
て
、
政
府
と
し

て
決
定
し
た
方
針
を
２
か
月
で

変
更
し
た
こ
と
。
特
例
減
額
期

間
中
で
あ
り
、
官
民
較
差
に
基

づ
く
措
置
で
は
な
い
こ
と
な
ど

を
挙
げ
た
。
ま
た
、
地
方
交
付

税
を
減
額
し
、給
与
減
額
を「
要

請
す
る
」
こ
と
は
、
事
実
上
の

「
強
制
」
で
あ
り
、
地
方
の
民

間
給
与
に
大
き
な
影
響
を
持
つ

地
方
公
務
員
給
与
を
削
減
す
る

こ
と
は
、
民
間
給
与
、
地
域
経

済
に
マ
イ
ナ
ス
に
な
り
、
マ
ク

ロ
経
済
の
観
点
か
ら
も
全
く
道

理
に
合
わ
な
い
と
し
た
。

地
方
交
付
税
を
減
額
す
る
こ

と
で
、
さ
ら
な
る
給
与
減
額
を

「
強
制
」
す
る
今
回
の
閣
議
決

定
は
、
地
方
自
治
の
根
幹
を
揺

る
が
す
も
の
で
あ
り
、
到
底
納

得
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
兵

教
組
は
、
連
合
・
公
務
労
協
に

結
集
し
、
地
方
で
自
主
的
に
決

定
で
き
る
よ
う
、
と
り
く
み
を

強
化
し
て
い
く
。◆

１
月
29
日
、
来
年
度
政
府
予

算
案
が
閣
議
決
定
さ
れ
た
。
文

科
省
の
一
般
会
計
総
額
は
、
５

兆
３
，
５
５
８
億
円
（
前
年
度

比
△
1.1
％
）
で
あ
っ
た
。
民
主

党
政
権
時
に
す
す
め
ら
れ
て
き

た
35
人
以
下
学
級
の
拡
充
は
、

財
務
省
の
「
む
し
ろ
、
子
ど
も

の
減
少
に
見
合
っ
た
教
職
員
定

数
を
減
少
す
べ
き
」
と
の
主
張

も
あ
り
、「
新
た
な
教
職
員
定

数
改
善
計
画
案
」
は
策
定
見
送

り
と
な
っ
た
。

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
金

は
、
１
兆
４
，
８
９
９
億
円
（
前

年
度
比
△
６
９
８
億
円
）。
１
，

４
０
０
人
の
加
配
定
数
増
と
し

て
い
る
が
、
少
子
化
を
踏
ま
え

た
合
理
化
に
よ
る
６
０
０
人
減

で
、
実
際
は
８
０
０
人
増
。

地
方
公
務
員
の
給
与

財
源
で
あ
る
地
方
交
付

税
は
、
12
年
度
当
初
よ

り
４
，
０
０
０
億
円
削

減
。
前
年
度
を
下
回
る

の
は
6
年
ぶ
り
で
あ

り
、
こ
れ
に
連
動
す
る

形
で
、
義
務
教
育
費
国

庫
負
担
金
も
減
額
と

な
っ
て
い
る
。

今
後
、
不
十
分
な
教

職
員
定
数
改
善
措
置
、

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
等

の
悉
皆
化
の
問
題
、
高
校
授
業

料
の
実
質
無
償
化
の
所
得
制
限

検
討
な
ど
、
教
育
予
算
の
問
題

点
、
地
方
公
務
員
給
与
の
削
減

の
押
し
付
け
に
つ
い
て
、
国
会

対
策
を
強
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
中
央

行
動
を
配
置
し
、
国
会
議
員
・

政
党
要
請
を
お
こ
な
っ
て
い
く

予
定
だ
。

私
た
ち
は
、
今
後
も
保
護

者
・
地
域
住
民
・
働
く
仲
間
と

の
社
会
的
対
話
を
す
す
め
、
教

育
予
算
拡
充
、
少
人
数
学
級
・

定
数
改
善
計
画
の
実
現
に
む
け

て
と
り
く
も
う
！

ま
た
、
地
方
公
務
員
給
与
削

減
の
「
強
制
」
に
対
し
て
、
日

教
組
・
公
務
労
協
に
結
集
し
中

央
で
の
と
り
く
み
を
強
め
よ

う
！

1/24 公務員給与改定に関する取扱いを閣議決定!!
高齢層職員の昇給抑制・地公給与の減額要請

1/29 2013年度政府予算案を閣議決定!!
文科省 一般会計総額５兆3,558億円（前年度比△1.1％）

政
府
は
１
月
24
日
、
給
与
関

係
閣
僚
会
議
を
開
き
、
国
家
公

務
員
の
高
齢
層
職
員
の
昇
給
抑

制
に
関
し
て
２
０
１
４
年
１
月

１
日
か
ら
実
施
す
る
と
と
も

に
、
地
方
公
務
員
給
与
に
つ
い

て
国
に
準
じ
た
措
置
を
講
じ
る

よ
う
要
請
す
る
と
い
う
方
針
を

閣
議
決
定
し
た
。

公
務
員
の
給
与
改
定
に
関
す

る
取
扱
い
に
つ
い
て
の
主
な
内

容
は
次
の
通
り
。

○
国
家
公
務
員
の
高
齢
層
職
員

の
昇
給
抑
制
に
つ
い
て
、
２
０

１
３
年
度
（
直
近
の
昇
給
日
で

２
０
１
３
年
度
政
府
予
算
案
が
閣
議
決
定
さ
れ
た
。
そ
の
内
容
は
、
財
界
が
も
と
め
る
公
共

投
資
重
視
と
な
る
一
方
、生
活
保
護
の
生
活
扶
助
基
準
の
引
き
下
げ
を
お
こ
な
う
と
し
て
お
り
、

就
学
援
助
の
基
準
や
最
低
賃
金
の
引
き
下
げ
に
も
影
響
し
か
ね
な
い
。
民
主
党
政
権
が
掲
げ
た

「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
か
ら
人
へ
」
を
転
換
す
る
「
人
か
ら
コ
ン
ク
リ
ー
ト
へ
」
の
施
策
だ
。
今
後
、

旧
来
の
市
場
・
効
率
主
義
に
傾
斜
し
た
政
策
と
合
わ
せ
、格
差
社
会
の
拡
大
を
強
く
懸
念
す
る
。

日
教
組
は
、
政
府
予
算
案
の
問
題
点
に
つ
い
て
、
国
会
審
議
の
中
で
与
野
党
に
働
き
か
け
を

強
め
て
い
く
。
同
時
に
、
少
人
数
学
級
の
必
要
性
な
ど
に
つ
い
て
教
育
関
係
者
・
教
育
関
係
団

体
と
連
携
し
訴
え
て
い
く
。

（
２
０
１
３
年
政
府
予
算
案
の
閣
議
決
定
に
つ
い
て
の
日
教
組
書
記
長
談
話
よ
り
）

教
育
予
算
拡
充
、
少
人
数
学
級
・
定
数
改
善
計
画
の
実
現
へ
む
け
た
と
り
く
み
を

保
護
者
・
地
域
・
働
く
仲
間
と
の
社
会
的
対
話
を
す
め
よ
う
！

地
方
公
務
員
給
与
削
減
「
強
制
」
に
対
し
、
日
教
組
・
公
務
労
協
に
結
集
し
よ
う
！

お
正
月
フ
ァ

ミ
リ
ー
パ
ズ
ル

に
ご
応
募
い
た

だ
き
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

応
募
総
数
１

７
４
通
の
う

ち
、
正
解
者
の

中
か
ら
抽
選
で

20
名
様
に
粗
品

を
お
送
り
い
た

し
ま
す
。

今
回
の
感
想

で
は
、
第
46
回
衆
議
院
選
挙
の

結
果
を
受
け
、
今
後
の
教
育
改

革
を
危
惧
す
る
声
や
夏
の
参
議

院
選
挙
に
向
け
て
の
意
気
込
み

な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

県
教
研
に
参
加
さ
れ
た
声
に
対

す
る
も
の
が
多
か
っ
た
で
す
。

頂
い
た
感
想
・
ご
意
見
は
、

今
後
の
編
集
の
参
考
と
し
、
よ

り
良
い
紙
面
づ
く
り
を
め
ざ
し

て
参
り
ま
す
。
今
後
と
も
皆
さ

ん
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
お

り
ま
す
。（
編
集
部
）

当
選
者

赤
松
稔
（
た
つ
の
市
）、
秋

山
卓
寛
（
養
父
市
）、
内
田
哲

お
正
月
フ
ァ
ミ
リ
ー
パ
ズ
ル
当
選
者
発
表

也
（
姫
路
市
）、
柏
原
一
夫
（
豊

岡
市
）、
木
寺
秀
美
（
丹
波
市
）、

木
村
保
則
（
神
崎
郡
）、
近
藤

仁
美（
伊
丹
市
）、清
水
紀
子（
加

古
川
市
）、
菅
野
孝
二
（
加
西

市
）、
勢
田
里
美
（
姫
路
市
）、

田
中
章
代
（
姫
路
市
）、
田
中

晴
子（
神
戸
市
）、中
井
孝
子（
篠

山
市
）、
難
波
秀
幸
（
洲
本
市
）、

浜
谷
修
久
（
神
戸
市
）、
藤
本

真
弓
（
伊
丹
市
）、
不
破
利
恵

子
（
西
宮
市
）、
溝
口
禎
之
（
西

宮
市
）、
森
久
美
（
南
あ
わ
じ

市
）、
柳
瀬
伊
津
美
（
豊
中
市
）

＝
50
音
順
、
敬
称
略

★�

皆
さ
ん
の
感
想
や
ご
意
見
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

当選された方々のはがき。
ご応募いただいたはがきは、本部執行委員により厳正に抽選
しました。

「思い出の学校」洲本市鳥飼小学校六年　川口 和輝
（こどもの詩と絵 第32集より）
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第
2
分
科
会

「
子
ど
も
の
人
権
を
考
え
る
」

で
は
、
見
澤
光
徳
さ
ん
が
、
学

校
と
児
童
養
護
施
設
の
か
か
わ

り
や
教
職
員
と
し
て
の
悩
み
、

関
係
機
関
と
の
連
携
な
ど
に
つ

い
て
提
起
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
虐
待
の
通

報
の
重
要
性
を
感
じ
た
」「
命

が
大
事
と
教
え
る
よ
り
も
、
あ

な
た
が
大
事
と
い
う
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
送
る
こ
と
が
大
切
と
い
う

言
葉
が
心
に
響
い
た
」「
記
念

講
演
で
自
分
に
で
き
る
こ
と
は

何
か
を
考
え
て
い
た
。
分
科
会

で
の
多
く
の
方
の
意
見
か
ら
、

ヒ
ン
ト
を
も
ら
え
た
気
が
す

る
」と
い
っ
た
感
想
が
あ
っ
た
。

第
3
分
科
会

「
性
別
に
と
ら
わ
れ
ず
自
分

の
子
ど
も
た
ち
が
韓
国
・
朝
鮮

の
文
化
や
言
葉
を
学
ぶ
「
オ
リ

ニ
ソ
ダ
ン
」
の
よ
う
に
、
在
日

コ
リ
ア
ン
や
ニ
ュ
ー
カ
マ
ー
の

子
ど
も
た
ち
が
自
分
の
ル
ー
ツ

を
知
り
、
言
葉
や
文
化
を
学
ぶ

と
り
く
み
の
大
切
さ
や
課
題
に

つ
い
て
提
起
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
同
じ
よ
う

に
仲
間
づ
く
り
を
大
切
に
し
て

い
る
。
自
身
の
ル
ー
ツ
に
つ
い

て
は
、
親
の
意
識
に
開
き
が
あ

る
が
子
ど
も
に
合
わ
せ
て
で
き

る
こ
と
を
実
践
し
て
い
き
た

い
」「
も
っ
と
地
域
・
保
護
者

と
の
繋
が
り
を
大
切
に
し
て
い

き
た
い
」
と
い
っ
た
感
想
が

あ
っ
た
。

く
、
虐
待
を
さ
れ
た
子
ど
も
、

虐
待
を
し
て
し
ま
う
親
に
対
し

て
の
ケ
ア
な
ど
も
含
め
た
、
本

当
の
意
味
で
の
児
童
虐
待
防
止

に
つ
い
て
提
起
さ
れ
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
あ
か
ん
も

の
は
あ
か
ん
。と
い
う
言
葉
は
、

シ
ン
プ
ル
だ
が
教
職
員
、
母
、

人
に
と
っ
て
大
事
な
も
の
だ
と

改
め
て
感
じ
た
」「
体
験
を
直

接
伝
え
て
い
た
だ
き
、
考
え
さ

せ
ら
れ
た
」「
前
向
き
な
考
え

に
心
を
動
か
さ
れ
た
」「
生
き

る
勇
気
を
与
え
て
く
れ
る
す
ば

ら
し
い
講
演
だ
っ
た
」
な
ど
の

感
想
が
あ
り
、
一
人
ひ
と
り
が

大
人
と
し
て
で
き
る
こ
と
を
考

え
る
時
間
と
な
っ
た
。

分
科
会

分
科
会
で
は
、
問
題
提
起
を

受
け
て
意
見
を
出
し
合
い
、
活

発
な
討
議
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

第
1
分
科
会

「
平
和
と
国
際
連
帯
」
で
は
、

金
信
鏞
さ
ん
が
在
日
コ
リ
ア
ン

全
体
会

島
田
妙
子
さ
ん
（
一
般
財
団

法
人
児
童
虐
待
防
止
機
構 

理

事
長
）よ
り「
幸
せ
っ
て
何
だ
っ

け
？
～
被
虐
待
の
淵
を
生
き
抜

い
て
～
」
と
題
し
た
記
念
講
演

が
あ
っ
た
。

「
虐
待
は
す
る
方
も
さ
れ
る

方
も
深
い
傷
を
残
す
。
虐
待
さ

れ
て
い
る
子
ど
も
を
救
う
事

は
、
虐
待
を
し
て
い
る
親
も
救

う
こ
と
で
あ
る
」。「
こ
こ
に

『
命
』
が
あ
る
こ
と
が
奇
跡
で

あ
り
、
不
平
や
不
満
を
言
っ
て

い
る
時
間
が
も
っ
た
い
な
い
。

１
分
１
秒
を
大
切
に
」
と
い
う

言
葉
と
と
も
に
、
自
身
が
虐
待

を
受
け
た
経
験
を
も
と
に
、
通

報
義
務
な
ど
の
面
だ
け
で
な

ら
し
く
生
き
る
」
で
は
、
八
尾

由
江
さ
ん
が
、保
護
者
と
し
て
、

子
ど
も
・
親
・
地
域
・
学
校
が

つ
な
が
り
合
え
る
地
域
の
行
事

に
か
か
わ
っ
て
き
た
こ
と
に
つ

い
て
提
起
し
た
。
違
い
を
認
め

合
う
こ
と
の
大
切
さ
や
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
の
と
り
く
み
に
つ
い

て
意
見
を
交
流
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
さ
ま
ざ
ま

な
地
域
・
い
ろ
い
ろ
な
立
場
の

参
加
者
か
ら
話
が
聞
け
て
よ

か
っ
た
」「
出
来
る
事
を
、
出

来
る
時
に
、出
来
る
人
が
す
る
。

ま
ず
は
で
き
る
事
か
ら
始
め
た

い
」「『
で
き
な
い
と
い
う
こ
と

が
人
を
繋
ぐ
』
と
い
う
言
葉
が

心
に
残
っ
た
」
と
い
っ
た
感
想

が
あ
っ
た
。

第
62
次
教
育
研
究
全
国
集
会

が
1
月
26
日
か
ら
３
日
間
、
佐

賀
市
で
開
催
さ
れ
た
。
全
国
か

ら
延
べ
１
万
人
が
参
加
し
、
兵

教
組
か
ら
は
31
人
の
リ
ポ
ー

タ
ー
を
含
め
た
97
人
が
参
加
し

た
。

て
い
け
る
子
ど
も
た
ち
を
育
ん

で
い
こ
う
。
そ
の
た
め
に
は
、

学
校
、
家
庭
、
行
政
の
支
援
と

社
会
的
な
連
携
の
中
で
の
と
り

く
み
が
必
要
で
あ
り
、今
後
も
、

地
道
な
実
践
の
積
み
重
ね
を
大

事
に
し
た
い
」
と
締
め
く
く
っ

た
。記

念
講
演
で
は
、
神
戸
女
学

院
大
学
名
誉
教
授
の
内
田
樹
さ

ん
に
よ
る
「
教
育
の
危
機
―
グ

ロ
ー
バ
ル
化
に
抗
し
て
―
」
と

題
し
た
講
演
が
あ
っ
た
。
内
田

さ
ん
は
、「
社
会
シ
ス
テ
ム
の

変
容
は
、
学
校
教
育
に
も
影
響

を
与
え
て
い
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル

資
本
主
義
は
、
い
か
に
企
業
の

収
益
を
増
や
す
か
が
最
大
の
目

的
。
短
い
ス
パ
ン
で
人
材
を
も

と
め
、
国
際
競
争
力
を
高
め
る

と
い
う
主
張
の
も
と
、
人
件
費

削
減
は
社
会
的
な
合
意
事
項
と

な
り
つ
つ
あ
る
。
ブ
ラ
ッ
ク
企

業
は
、
大
量
に
採
用
し
て
お
い

て
、
自
尊
感
情
や
自
己
肯
定
感

を
下
げ
て
、
大
量
の
自
己
都
合

退
職
に
追
い
込
む
。
し
か
し
、

学
校
教
育
が
育
て
て
い
る
の

は
、
産
業
戦
士
や
グ
ロ
ー
バ
ル

企
業
の
使
い
捨
て
人
材
で
は
な

い
。
こ
う
い
う
流
れ
に
毅
然
と

し
て
ノ
ー
と
言
い
自
分
の
人
生

を
『
長
く
強
く
生
き
る
力
』
を

つ
け
た
い
。
学
び
は
そ
の
時
々

の
経
済
や
政
治
状
況
で
変
わ
る

べ
き
も
の
で
は
な
い
」
と
述
べ

た
。分

科
会
参
加
者
感
想
よ
り

★ 

兵
庫
の
基
盤
の
確
か
さ
を
感

じ
た
。
全
て
の
分
科
会
に
リ

ポ
ー
タ
ー
を
送
り
、
そ
れ
ぞ

れ
に
サ
ポ
ー
タ
ー
が
付
い
て

く
れ
る
。私
も
、サ
ポ
ー
タ
ー

に
励
ま
し
、
支
え
て
頂
き
安

心
し
て
参
加
で
き
た
。（
三

原
）

★ 

子
ど
も
や
保
護
者
か
ら
の
評

価
が
給
与
に
反
映
す
る
地

域
、
原
発
事
故
に
つ
い
て
授

業
で
論
じ
て
は
な
ら
な
い
と

言
わ
れ
る
地
域
な
ど
、
他
の

地
域
の
報
告
や
リ
ポ
ー
ト
を

聴
き
、
私
た
ち
兵
庫
の
教
職

員
は
組
合
に
守
ら
れ
て
お

り
、
結
果
と
し
て
子
ど
も
た

ち
に
良
い
影
響
を
与
え
て
い

る
と
思
っ
た
。（
赤
相
）

★ 

支
部
教
研
、
県
教
研
を
経
て

選
ば
れ
た
兵
庫
の
リ
ポ
ー
ト

は
、子
ど
も
を
中
心
に
す
え
、

し
っ
か
り
地
に
足
の
つ
い
た

報
告
が
な
さ
れ
て
い
た
。
残

念
だ
っ
た
の
は
、
リ
ポ
ー
ト

に
つ
い
て
の
質
問
に
は
万
全

だ
が
、「
兵
庫
の
と
り
く
み
」

に
つ
い
て
の
質
問
に
明
確
に

答
え
ら
れ
な
か
っ
た
点
だ
。

全
国
的
に
注
目
さ
れ
る
「
開

か
れ
た
教
研
」
に
つ
い
て
は

よ
り
い
っ
そ
う
の
共
通
理
解

の
必
要
性
を
感
じ
た
。（
姫

路
）

★ 

今
後
も
続
く
東
日
本
大
震
災

の
影
響
や
子
ど
も
た
ち
に
配

慮
し
な
が
ら
の
防
災
・
減
災

教
育
。
大
き
な
転
換
期
を
迎

え
て
い
る
就
学
前
教
育
な

ど
、
現
場
が
抱
え
る
課
題
は

さ
ま
ざ
ま
だ
が
、
先
生
方
の

想
い
と
子
ど
も
た
ち
の
変
容

が
つ
ま
っ
た
リ
ポ
ー
ト
に
触

れ
、
現
場
で
と
り
く
ん
で
み

よ
う
と
い
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

も
ら
っ
た
。（
伊
丹
）

★ 

全
国
に
、
子
ど
も
た
ち
の
た

め
に
真
摯
な
と
り
く
み
を
続

け
て
い
る
仲
間
が
た
く
さ
ん

い
る
こ
と
を
再
確
認
し
た
。

私
た
ち
は
本
当
に
子
ど
も
た

ち
の
た
め
に
な
る
仕
事
を
精

選
し
、
子
ど
も
た
ち
を
主
体

と
し
た
豊
か
な
教
育
実
践
を

積
み
上
げ
て
い
き
た
い
。（
豊

岡
）

全
体
集
会

日
教
組
加
藤
良
輔
中
央
執
行

委
員
長
は
主
催
者
あ
い
さ
つ

で
、「
い
じ
め
」「
体
罰
」
が
要

因
と
さ
れ
る
二
人
の
少
年
の

「
自
死
」
に
ふ
れ
、「
私
た
ち
に

課
せ
ら
れ
た
責
任
は
、

常
に
子
ど
も
た
ち
の
現

実
と
向
き
合
い
、
一
人

ひ
と
り
の
子
ど
も
に
寄

り
添
い
続
け
る
こ
と

だ
」
と
述
べ
た
。
ま
た
、

「
指
導
と
称
し
た
暴
力

は
、
指
導
力
の
な
さ
と

し
か
言
い
よ
う
が
な

く
、
こ
の
問
題
は
、
全

国
ど
こ
で
も
起
こ
り
う

る
、
私
た
ち
に
内
在
す

る
本
質
的
な
も
の
。
い

じ
め
を
憎
み
、
克
服
し

１
月
26
日
、「
第
36
回
母
と
女
性
教
職
員

の
会 

兵
庫
県
集
会
」
が
ラ
ッ
セ
ホ
ー
ル
で

開
催
さ
れ
た
。「
子
ど
も
た
ち
に
平
和
な
未

来
を
～
と
も
に
つ
く
ろ
う 

い
の
ち
が
大
切

に
さ
れ
る
社
会
を
～
」
を
テ
ー
マ
に
、
保
護

者
・
退
職
教
職
員
・
地
域
の
方
々
を
含
め
た

約
２
０
０
人
が
参
加
し
た
。

島田妙子さん

金信鏞さん

見澤光徳さん

八尾由江さん
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平
和
を
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